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エマオで現れる

ルカ 24 章 13-35 節

24:13 この日（すなわち週の初めの日）二人の弟子が、エルサレムから六十

スタディオン離れたエマオという村へ向かって歩きながら、

24:14 この一切の出来事について話し合っていた。

24:15 話し合い論じ合っていると、イエス御自身が近づいて来て、一緒に歩

き始められた。

24:16 しかし、二人の目は遮られていて、イエスだとは分からなかった。

24:17 イエスは、「歩きながら、やり取りしているその話は何のことです

か」と言われた。二人は暗い顔をして立ち止まった。

24:18 その一人のクレオパという人が答えた。「エルサレムに滞在していな

がら、この数日そこで起こったことを、あなただけはご存じなかったのです

か。」

24:19 イエスが、「どんなことですか」と言われると、二人は言った。「ナ

ザレのイエスのことです。この方は、神と民全体の前で、行いにも言葉にも

力のある預言者でした。

24:20 それなのに、わたしたちの祭司長たちや議員たちは、死刑にするため

引き渡して、十字架につけてしまったのです。

24:21 わたしたちは、あの方こそイスラエルを解放してくださると望みをか

けていました。しかも、そのことがあってから、もう今日で三日目になりま

す。

24:22 ところが、仲間の婦人たちがわたしたちを驚かせました。婦人たちは

朝早く墓へ行きましたが、

24:23 遺体を見つけずに戻って来ました。そして、天使たちが現れ、『イエ

スは生きておられる』と告げたと言うのです。



24:24 仲間の者が何人か墓へ行ってみたのですが、婦人たちが言ったとおり

で、あの方は見当たりませんでした。」

24:25 そこで、イエスは言われた。「ああ、物分かりが悪く、心が鈍く預言

者たちの言ったことすべてを信じられない者たち、

24:26 メシアはこういう苦しみを受けて、栄光に入るはずだったのではない

か。」

24:27 そして、モーセとすべての預言者から始めて、聖書全体にわたり、御

自分について書かれていることを説明された。

24:28 一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとされる様

子だった。

24:29 二人が、「一緒にお泊まりください。そろそろ夕方になりますし、も

う日も傾いていますから」と言って、無理に引き止めたので、イエスは共に

泊まるため家に入られた。

24:30 一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱

え、パンを裂いてお渡しになった。

24:31 すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなく

なった。

24:32 二人は、「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださった

とき、わたしたちの心は燃えていたではないか」と語り合った。

24:33 そして、時を移さず出発して、エルサレムに戻ってみると、十一人と

その仲間が集まって、

24:34 本当に主は復活して、シモンに現れたと言っていた。

24:35 二人も、道で起こったことや、パンを裂いてくださったときにイエス

だと分かった次第を話した。



説教

＜裂かれたパン＞

テキストはキリストの二人の弟子について語ります。二人は、安息日の翌日、

すなわちキリストの死から 3 日目に、悲しみと落胆のうちにエルサレムを後

にし、エマオと呼ばれる、エルサレムからそれほど遠くない村をめざしまし

た。道を進んでいると、復活したイエスが二人と並んで歩き始めました。し

かし、二人はイエスだとわかりませんでした。二人が失意に沈んでいるのを

見て、イエスは聖書に基づいて説明します。メシアは栄光に入るために、苦

しみ、死ななければならなかったと。二人とともに家に入ると、イエスは食

事の席に着き、パンを祝福して裂きました。そのとき二人はイエスだとわか

りました。しかし、イエスの姿は二人から見えなくなりました。こうして二

人は、裂かれたパンの前で驚きに満たされました。

この裂かれたパンはイエスの復活を表す新しい「しるし」です。二人はすぐ

にエルサレムに戻り、他の弟子たちにこの出来事を伝えました。

＜エマオへの道、エマオからの道＞

エマオの場所ははっきりとわかっていません。いろいろな説はありますが、

そのことにとらわれる必要はありません。なぜなら、わたしたちはエマオは

すべての場所を表すと考えることができるからです。エマオへの道は、すべ

てのクリスチャンが歩む道です。そして、すべての人が歩む道でもあります。

復活したイエスは、わたしたちとともに道を歩いてくださいます。それは、

わたしたちの心に信仰と希望の炎をあらためてともし、永遠のいのちのパン

を裂いてくださるためです。
わたしたちは、あの方こそイスラエルを解放してくださると望みをかけていました。

24:21a 

わたしたちは信じ、従い、希望しました。････しかし、今やすべてが終わり

ました。ナザレのイエスは力のある預言者でした。このかたでさえも、失敗



したので、わたしたちは落胆しました。

このエマオの弟子たちの悲劇は、いまのわたし達と同じように思われます。

信仰に基づく希望は挫折したように思われます。自分にふりかかるいろいろ

な出来事は信仰そのものの危機となっています。わたしたちは主から見放さ

れたように感じます。

けれども、わたしたちが歩むこのエマオへの道は、わたしたちの神への信仰

を清め、成長させる道となることができます。今日もわたしたちは、イエス

と語り合い、イエスのことばに耳を傾けることができます。今日もイエスは

わたしたちのためにパンを裂き、ご自身をわたしたちのパンとして与えてく

ださいます。復活したキリストと出会うことは、今日もできます。そしてこ

の出会いは、わたしたちにいっそう深く真の意味での信仰を与えてくれます。

力強い信仰は、人間の考えによってではなく、神のことばと、聖餐における

パンとワインによって養われます。
そして、時を移さず出発して、エルサレムに戻って･･･24:33a

二人の弟子は裂かれたパンを見て、仲間たちのいるエルサレムへと引き返し

ました。

＜さいごに＞

このテキストは、礼拝に似ています。前半は、聖書を通じてみことばに耳を

傾ける「みことばの交わり」。後半は、感謝の典礼、聖餐によるキリストの

からだと血のうちにおられる「キリストとの交わり」です。この二つの食卓

によって養われながら、教会はたえず築き上げられ、信仰と希望と愛のうち

に日々新たにされます。すべてのキリスト信者と世界に広がるすべての教会

が、エマオの弟子たちの経験を追体験しながら、復活した主と出会って造り

変えられる恵みをあらためて見いだすことができますように。


